
「第３回 京都脊椎脊髄疾患病診連携の会」の開催報告 

 

 

平成 29年 9月 2日（土）に京都脊椎脊髄疾患病診連携の会が開催されました。

会員の先生からの一般演題の発表の後に、特別講演として大阪市立大学大学院

医学研究科 整形外科学教室講師の星野雅俊 先生による『骨粗鬆症性椎体骨折

－予後予測に基づく治療戦略－』を御講演していただきました。 

内容は MRI 画像を基に脊椎を専門にしていない整形外科医でも、椎体骨折の診

断と予後予測が行え、それが普及することで治療成績が向上することを目標に 

されているすばらしい研究でした。本会の会員の先生方も非常に勉強になり質

疑応答の時間は大盛況でした。また御多忙の星野雅俊先生ですが、特別講演後

の交流会でもいろいろなお話を聞かせていただき誠にありがとうございました。 

 

 


